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　|回和41年111?111こ一訟傷吉畷応豊ｌｊ･個ISjlてj･』｀,●●年i･端儡ＬＩＬた.I●1

JI年119411jdlごsl傷麗ａｌｌを麗あた一lj侵審濾lj･建屋Sjl.豊麗を瞳慢|こlzl

惑た・応劃カａ･●ＣｓＡｇ季で鎚lt』｀,ilてＳＩＬた．Ｌｉ･Ｌａｉｌ』･,近年．ｉｇｇ個・や

1'密ljd6応●g侵入iilil･.豊ｌａ麗卯傷趨応観化i･贋置ａＳ‐とａｉｌｉＬた．ごsl

1・i他庁ｄｌ．１１塞栓‐吉瑞豊Ｉ一良側η鯉傷換剖ｌｌ－屋Ｌ．豊ｌｇ侵審J]･沈al自

家菌＆換ｌｉ・ごａａてＳＩＬた．そsl軸ｌ．瑞感応鐘中傷盾でdj豊ｌｇ●ｔｈｔｔｐ:

／/wｗｗ..･と制●Sil.●噛17年|一一1●g!1短気偏li･1置換１１で1'－を

麗弛Ｌで１'ｌｌミｌｌｌＬ．豊ｌｌ侵審観－ｔｌご1il侠ま111LI.

　i'密胴体IZIIJltた個‐屋査dj￥一l1年IX0●110gj･』･,i･鎗ま11.豊￥●ll年ISlgl

jgi･』･,djl'密!1胴畑．ミ11lLii・ご＆・ilまＬＩ．幽�宛所dj.こ応●側か1ない石

一個摺．胴畑作働応―麗を橿･･･ｉしlii.ごめｌ傷を個・あ中で．●く応麗■ii･一・

ＬｌＬＩ。傷ｌぱ．ｊ●・・ｉ･』･,９１'ｌｓ・瞳＆豊麗i･i●で島ａご１．ａ'密ぽ】端艇ａｌ

●�ｉ･ｇｌＬａ･･ごと＆とであ11.匍』･11z豊ls】・贋なl傷lil審感Ｌａ･･ご１４１１･

ｌｌｉＬＩ．

　～こで自薦宛所でlj.a'密応一旗iljnl槽豊ｌ・ご＆１ととも1j.づｉ・９･タヅ応

季咄を用いて豊ｌｇ写禽礁１１１１を偉観ｔａごと4jしｉＬ１．ｊｎ麗豊でdl.1'ls

・端＆豊li･刺馴ｔａ１員|こ.i'密ａｌａｅｌ●ｉ･●』｀,ｉ･ｌｚａａ＆と夕箆外ｇ一li･扁

』･,･1まＬＩ．ｌｌづｉＦ９･タヅ扱ｌでdま．豊麗!1・麗＆嘸●Ｉを作観すあご1i･で島．

あ・・で胴畑●め1'－応琥麗を瞳慢ｌｚｌ１１瞥●11雖麗ｔ１ご1i･で１ｉＬ１．甕●Ｌ

１写宸・I�dj.1'密画で薦ｌｌ皿と･.･１●・・で糟庶応塞･･４ａｆｔ．

　家観ｄｊづｌｉ９･ｓザ作●gJ]･沈々作傷麗‐１・権訥＆靴－働１Ｌでｉ１・た４ｇで

喰．ｉｌ●麗楠１Ｌて出窓・i･．1塞訟梱包Ｉ●Ｉｌｇ一国豊Idj.i'密画でぽ】麿‐的ａ

ｌｌｇ蜃li･4lf酋ａｌ・１こ．ごj11でlza･･僧観＆働斡とＱ貧Ｌて･･ｉｔ．�忖ＬＩ

堂デｆ・クdlヅ』♭一レ４値幡ぽ】ｊ･４ｇりｌゝ喚麗で仕・lfまＬＩ．麗嗣ｆ豊j●麗＆ふil

あ塞栓一一層豊Ｉぽ】喚麗ｌ麗Ｌで．塞訟‐吉Ｉ●Ｉｌｇ眉間と�宛i･崖lﾋｔｌご１を贋胴

Ｌｉｔ．

　麗健lz＆lllLiil.＊観応瑞畠●一国贋作作‐lzごｌカを･･･１・･.･１！ｌﾋ庁をdiヒ

め１ｔａ国個椙麗．麗佃側応－橿|こ心よ11側IL申Ｌｌｉｙｌ旗働です．

299年】耳８日

独立行政法人国立文化財吸匯

　奈良文化財研究所長

　　田辺証文
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恥､使附したカメワ
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1k］q台車

１ｋｓレー|ﾚ台車や字型休一眸置

1k2］雲台

1kzlED限明･i

lksi聡場での？スト撮影

１ｋｚ二台の胤原吸の吸字を合y泄る

１ｋｚスダジオ内に石iの大きさを衣i

lkZワイヤー奇恢り二重Ｑ安全をF2ヽる

１ｋｒ撮一手胴衣

１ｋＳメフy3奇人tした写奥

１ｋｓ撮影した両lを記入iるy－ト

1k・高6塚政績li宛解体第二z馴場

１ｋ３］７７イ／ダーに取り吻↑た1ゝカメ７

１ｋ－そ乙ﾀﾞり/y附とチ．．ｉ附のバノコ/

1kll?li内撮l

1i応瓦石i外のよっi

li応－フォトマ．ﾌﾟ撮影最初の]力．ﾄ11

1i応Ｚサイドフームとその支荷体郎

1i応7 1Dそぞり／ｑｌ哨所Ｑ撮影

1i応ｓ石i計関町写呉撮影ll両凶

1i応３レー|ﾚの以置作業

1i応鉛吸りの陥入

1i応4]琳lの撮l

li応Ｃバイプヂ．ﾌﾟを隋めたり膏使ってＱ撮影

1i応411KQ撮l

li応４原のｔ子昨－､最も斧瓦iる．

　　その原嶋lか]5zm

li応s?iiからの出入り

1i応ＳＳ-ﾌｨ|レムきＱ撮l

li応4711胤政の選択

1i応s ll胤政の選択鷹旬

1i応ｓｌ両のポイ／トトレースi･

1i応ｍポイ／トトレースｉ･の二次i化

1i応5]この両lで｢i内郎をlせるたＭ､．

　　東・と席･を・良示にLでいる

1i応－盗掘□から内郎を一いたイメージ．

　　勁両の胃一郎分で恂附きtした

1i応ｓ|仙I､－と[八Dとの比軟

1i応Ｍカりーチャートを入tしてＱ撮影

1i応ｓＳ埋作業iに返び込μしたｌ両

例　石

「需給塚市項壁ｌフ十トマタブ宍料｣(裔以・化吋(4究庸‘i椚祁SJI)として・刊する咄ま、余以丈f凶｢4究I吋が

丈化|丁のｉＫｉ金を戈ll、石室哨体Sの正ｌな､凶聞ど､真j5ょび、そt4らを作ｉする撮影y駁hｔｔｐ：／/

ｗｗw.

影さta

-

写真はおよそ｣ぶ自制こ及び、このり真を下g'フ才トマタブgj作腎と石窟壁間の実I問凶を酌ｉした、

真影はすべてヂジタルカメラにょるが、フ十トマｙブ機影纒r剛'は哨体SI険のｉｘ５７ｆル£1'ょるgl撮

影も|ﾛJ吟(こj5こな､・た、

　今回のフ十トマッブり真は高ｇ度、高聞貿なものであるが、色ｉ阿－こは剛こ慎重を回μ
-、

　本褒料の刊印こあた・ては、哨り匍内カラーのFIli匯劃一村察之、島・聡、吉谷隆彦、及び堂吸ｆ－ヱ£｢11

村ｇ応絨のa取口高力刳賢

一、こＪこｇしてｌ窓を露す恥

　本資剛こ掲載'.た写真の機影は企聞一ｌ高｀､真窟井上i夫、中村一郎がj5こない、岡ｍｌが噸虎r.た、奎た、

FIliｌ劃呉村卒ふ島野ｕの&取､こも機影削高力をいただいた、

　驀･喫旨及び目次の作劇ま石村習がj5こな・た、

　忖ｉの九ヂｆスクはi零のDXDプレーヤーでは呼'1できない、呼生するにはブルーレｆ規晒刹応のプレー1'

－がQIであ恥奎た、同哨こハｆビジョンT-で呼゛1tすf4ば壁回の峰明ｌが体現でき恥なお、ナレーショ

ンは日、驀、一、中の四カ国防を司教できるよ徊こした、

ナレーション原ｉは一紀隆介取を中jMこ文化|丁文化財高市埴一回劃こj5咳いい中国曙は挺l真ｺ艇li、丹

羽癩も伺国防は高田貝£極官映、驀哨μI村習のa取､こょる開眼、ｌ峰をおこな・仙

　本資料の欄劃ま絡呪恥禰ｉ金高長松村忠司のｌ峰の下､企聞一ｌ高゛､真窟の井上i夫がj5こない、lirl唯一昨

岡田１が一応した、
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　ｌ－糎吉瑞li曙l●1･・零●一に●害者１７糎・

●j喘Ｉ優紀一顧こ●lt-r顧甕さー・鱒・顧S瑞'i

畠１．こgli'瑞dl優・に１●ｌｌｉｚｌｌｔｉｇｌｉ．

呈標1●句1JI如ａｌ・Ｉ・・ｆ畠ｉ、１喝｢甕・・｣

ａ呼11－．１武・ＩＩｅ一糎iこ畢ｌｆａｋ-ｎ１１．顧

ヒ{盈榴句11.:I●h・放顧II顧考}lzli、・l

凰1こ顧1･柵ｇ●ｄ'●１｢一睡・零甕・糎Jd'椙i･

・-r迦ｌ．｢１堂・Ｉ顧顧JaL-r顧堰ｆｌｄ'唇・

・・ｊｉ-き幽１．ＬｊヽＬａｊｔ亀寒竃ｌｚ●ｌｌ．Ｚ�

ｇ・顧糎凭1‐･ｉｇ●１武・‐�ｌｔ１腫偏j'・

磯ｌｉｌ．ｌ・糎li‐顧咄優jヽl外・．－●こ富Ｒ

Ｉ･ａｈ１１害と・g-r1･g・.

　禰○顧柵糎･S瑞j'一畳を睡SIご11ﾆをgigli.

顧匍ｓ匍ｇこと哨畠１．嘸塵Ｉ・糎顧零－●‐慌胴

ａ笥ｌ●ＩＵｌｌ瘤Ｌ・一個�11槽Ｊｉｌ舶こｌｌ．

酒甕内笛lz－i･aill祷４腫瘤．ｌ員．腫ｔｇλ●

●をとｇ一ｌ●顧ｌｊｌｌｌＳｋ．Å・１こ顧●ａｌｌ

●祁ま・･吉瑞li顧ち1二磋●iz●慟Ｓｋ．顧●句こ

li・･|甕●1こ．顧匍．顧ｌｌｉｌ－ｌｚ●ＩＳｈ・．

　顧ＩＳ瑞ｇ糎梅優ｌｌｉ．顧ｌｇ●ｇ顧唾顧．ｌｔ

顧ｌ優・●亀．劃llgliz槽・ｌ・．顧ｌｇ糎１

方Ｓｉめぐ1●i顧を瘤ｌを・-ｒ．●ｌ顧ｇ顧趨を

－ｌ ｇ●発ii時の冪ｇ･

維持し、壁画を現地保存する方針が決定された。昭

和９年には、堅固の保存施;lを埋;lすゐために、葛

這豚の琴徊同有ぐ柄２次ｌ舶が行われ(堺除l●｢特別

史き高松塚さ墳峰存施政政「こ帥う蜀欄胴金KS｣rり

刊・化財｣刳i埼、Jq7叫)、葛－齢に収まるよりに

保存施;lか;lit、埋設された。保存施設は昭和51年

に完成し、以毫‥旬余年にわた。ご壁画の怖理と保

存の努力が襖けられごきた。

　ところが、平成1j年秋頃から、石室内への虫の伺

ゐなど、

ざ、壁

を迎え

圃を汚繊すゐ恐れのあゐ馬いカビ状の汚れか苛生す

ゐ4-苓りた。

　このため、

存対笹検討会、平成16年に同恒久保存対螢検討会丿

忿置され､保存環境の劣化原因に同すゐ一泡-究や、

カピのl｣一に同ずる同有啄究丿咳され、壁画の恒久

的な保存方法の検討jおこなわれた｡その同１-･の

一環としで､墳丘封土の似島状況t一泡すぺ《、平成

1i､年度に凋年ぶりに占墳の発禰一泡哺３次ｌ金)が

実施された。この時の一泡きは、墳丘裾ｔ限状にめ

ぐゐ問禰の発見4-よりご、現状直径1･･の高松塚古

墳が、・逍時には|･段径路ｍ、上段径177mの二段

町２冪ｇ･の早･・と垠S
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９４石言{珊爆に沿って膏る廸翼墳讐

られごいゐ(松村忠司廣一隻｢高松塚市璃gJi←乖

1む次｣r余以丈化財｢t究奢紀要2匈Ｕｓｓ的。竿１次同

壹で眼晋された石ｉの内法寸法は、奥行き為政＆m、

li1昿和ｍ、高さ1味～ｍとされごさたが(裔艮眼立l

原考市？｢l究庸「一関市墳高松塚市埴Ｓ金中問扨告｣｣92

年)、１害き示したよっに寸法は各部き降妙に異な

ふ。石室の揖・は、石材の問囲ｔ版・き国電しなが

ら順次植まれごおり、床石は剛から化へ、一石は北

から剛へ向か。ご設置され、最強に天坪石が剛から

化へ向かりご架揖されごいた。

　石ｉの解体作屎は、姪み立ごと巡のf順で実施さ

れ、壁画や石材の供峯もな《姐事に終了した。取り

上げられた石ｉ石材は占項から卯版･眼れた仮;l怖

理施;恥こｌばれ、現在、壁画や石材の保存知理作蔡

が這められごいゐ。

２石室の位置

　壁画の恒久保存対怯ｔ検討する上で、最大の懸案

事項としご浮上したのが、石室の正一な｢2置か測量

上、不明にな。ごいるといり問－でありた。すなわ

ち．働1: 現地の地物
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日り6 b7内クーゲフトのμｌ

宝高位塚さ璃一向匈久昨f｢刹怜椀吋のためのＴ収｣6年度

恥御一会扨告ｊＳＳ恥。

　平成17年1､月、石ｉ吃解体しご壁画を保存仙埋す

ゐこと必決まり、解体陪の石ｉの現況を記詠すゐ作

早必緊緊のー嘔となりた。そこき、石室内部を＝次

元レーザー測量心3DI問量)ﾛ記誄レあわせご壁画の

フォトマ７ブを作製することにした。
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●●ｓＪ●－９４Ｊ-ｌｉｌｌ'１●１１４１Ｚ・．・．

Ｓ●Ｉ傭・ｌｌ●●ｓ●個．ｌ個ｌｉ．Ｉ軸・・l
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●亀s。．|.'諏Ｌ-ｒ１･１．１１．１Ｉｓ喝ｌｌｉ．と

も､'ヒ醇が西へぷhln陪吸収|《など、石室の変形､'

は巧しいもの必ある。

　これまき、壁園'､Ｑやiliのぶ測図は、水平・ｌ

直を陪僑に図をされＣｊた力、嘔liの描かれたｉ・

西壁面吃みこも、４壁|･－ｶり゜叩油尤の高pIJ

16JEIJEIﾝ、上層必L° 、ll qII喘aIJ72JEIJEIﾝ、四壁|･ｉ

ｊＬ°卯(|司高隨､l､劃JEIJEIﾝ、｜個力L° 3 (|ﾛ)高pIJ

陥EIJEI)剛へ|･降しこおり、石室の令艮μiamm力ら

すると、姐禰ごさ４い人ささの・みごある。こっし

た石室の歪みは、入呪惘堵哀ｒよる石室の変形とみ

られ、今乖は石室のtJFj!陪促じ、壁画や石ｉの保

存優曳講じゐg､緊力ありっ。

　４お、3D測量じより、ｉ壁と周壁の設置方aj

ら、化き1°19西に倣れる石室の主軸方ａも明ら

か4こ４りた。

　平成19年の石室解f糾'作っ第1次一１では、露出

した石室外面の3D測量や、解体・程にあわせご石

付接合面の31珊S量吃１次萬抱した。それらのデー

タを石室内計測デーヤと合成すゐことき、解怖怖理

陪の石室の形状曳3次元のデジリレ情報としご筏世

に残すことが可能になりた。こりした作蔡は、壁画

の保存怖理即一石ｉを現ｔ'戻すためにも不可ﾂ;な

情報の堅笥きあり、１害e報告すゐ壁画のフォトマ

７プ作吸もそっした作蔡の一環4'位置付けられるも

のである。　　(松村～司)

町a aDiaに｡る政りﾁｰﾀのla慨示
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フォトマップ悪罵の概要

　従息実測は対象物に庶接肺れなければ図面を作製

すゐことはﾛさ４い。一かいわゆゐ可成測量をお

こなえば専領触き実測図を得ゐことは可能きあゐ

が、正一な高柿禰可成を得ることはきさない。また

葦辺ではレーザー光を利用した3D測量もま』ゐが、

これは立体物の計測を短時間で得ることを得意とし

でおり、！面など平面に描かれた画像の測量は不可

能eある。

　今回、高松塚古墳一回のよ引こ一切ｆを触れず壁

圃の実測と正一な画像をg､緊とすゐ場合、従来の実

測方法や、可成測量あるいは3D測量きは目的ｔ速

成すゐことは愚息ない。そこで両者の目的が速成で

きるフォトマ７ﾌﾞ乖影をおこなりことにな。た。

　フォトマ７プは可成を利周し、県影データ啄解

析・合成することにより計測対象物に専接触で正一

４図面と画像を得ることj可能きあゐ。

　具体的にはデンタ･レカメラを使い壁面を分割撮影

すゐか、ぶ撮影の陪に県影に使用すゐレｙｽﾞの今ャ

ljプレーｚｌｙをとり、レｙｽﾞの・みデータを把握

しごお《。特にせまい石ｉ内ﾛは広角レｙズを使用

するためレyrの歪みが大きい。このためこの作昼

は重緊で、正一な測量結果を出すためにはg､緊不可

欠であゐ。その残本県影したデータにレｙｽﾞの々ャ

ljプレーｚｌｙを５ごはめ歪みを憚堅すゐ。次に壁

圃の庶|･、床上にスケー?ﾚを写し込み各方向から壁

画を汚め撮影をおこな。ごお《。(P馬弓､３石室計

I問附賢良鼻影計l凶参豹これを暮１的な基準計測

データとし、コｙﾋﾞJ一ﾀ解析をおこない、正峰ζ

図面をおこす。図面は濃の集合であり、各々正峰な

座憚を持りごいゐ。ぶ県影した画像にこれを・ごは

め合成をおこなり。

　高松塚石ｉ内部は同時4-卯測量もおこなわれた

必、フォトマ７プき作・された石室内部の測量結果

と卯測量されたデーャを北較すゐと、部分剛一多

少数個は異な1j、ほぽ同一でありた。数値が異な

ゐ一向としごあげられゐのは､3D測量の場合壁面

の｢か哨等力浮いごいると恥の部分じレーザー光力あ

たらずII鴎ｒ一司することｊ出来心い。これを補っ

ため測司さ4.棺勣し、再測司する力、どりしこもレ

ーザー光のあたら心いａ置jある。結果、この部分

は測距すゐことｊ出季ない。また、測即場所吃庶接

目桐り６こいゐわけﾛはな《、希望の扁剛一レー

ザー光力あたらないこともあり、ズレ力生しゐ。な

り'駐晨の悔悛的物度心どもあり、2､ずしも一・し

ないの力X情ごあゐ。今回７４トマ７プの測量物度

は計測ポイｙト同Cは1μ咲μｕＣｔ２ｍ以内ときわ

めご正峰な図面と写兵吃悍ゐこと力きさた。また、

画面に示しごいない計測数詞を知ゐには、ごさあj

りた図面デーヤ！コｙビ。一タご表示しけドピ社

ｆフストレー●a･l)、任意の大ささ、司離￥を知ゐ

ことかＣきゐ。

　なお、平成16年は寿出こおこ心われたキトラふ項

の一泡に見かけご、この方法を眉い、すで4-高物度

なフォトマ７プｔ作製しごいゐ。今回が二度目の県

恥ﾛあるｊ、県恥すゐカメラの包－向上および壁面

の畑恥正対物度の向上によりキトラぶ項壁画フォト

マ７ブより面－物度はかなり上j。ごいゐ。

　今回作製された正一なフォトマ７プは解恪筏の壁

画との比較検肘ｔすゐ着眼資料となゐばかりか、壁

画の解怖陪の状態を師えゐ資料としごも重緊なもの

Cあゐ。

　　　　　　　　　ぐ井上|な知

之Ｘ
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　今回作製した装置の反省濃としご、採師部の柿度、

特にサイドアームの稼師部の勣さはかなりーらかな勣
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何をかけたテストは行わなか。た。

　特に後述の「フォトマ７プの県恥方法・日誌」4-あ

ゐよりに極端な乱度芒4こよゐ金属の収咄度によゐ勣さ
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ゐことじした。ワイヤー４Ｓｇこおけば、たとえ固定

不ﾝが樋んだり切断しこもカメラ必転例すゐことは荷

対に4い。これはテスト扱恥eわ力ｇた壁画の安ｔ’

対するλさな威服の一つごあｇた。

・カメラのセジチィンク
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陶-S ZIS･一に･･･S●l●個i

めた｡－からカメラのレｙズUIまごの印眼は7･I。

この時、画面ｒ’､る範囲は、およそi吸IKI次I程度

ごある。

　1吸IKI政Iのll像のっ仁｀74トマ７ブご狸周ご

きゐ捕度気持ｇた範囲は、IIIC部分認知II叫方狸度と

想竃し、実際の撮影ごは’､ａ測量と回し《十分なオ

ーバーラ７ブをと。た士C1次撮影しごい《。その

ため、１力７トごとにカメラを勣かす印離は以ylr

;l竃した。これじより計算とは印パー七ｙトのオー

バーラ７ブ気鴎保ごさ、栢密々正対画像気撮影すゐ

ことが可吸と＆ゐ。

　こりした計算に沿りこ１次－画の撮影計画を立ご

ごい《。

　各壁一天片床の禰－’あゐそれぞれの壁の突き合

わせ箇所を、有効範囲内a知lじ入れご撮影すゐため

には､g､ずしも安全即眼気鴎保きさない踊ざμあゐ。

　測畷吸なと哨取り付けられごλさくなりたカメ

ラ、十字型稼働装置など、撮影装置自体の人ささも

g､緊最小圖4-作られごいゐ必やはり人さい。

　実際の県影装置t植み立ご、スタジオ内の簡易石

ｉスベースでｚミ。レーｚｌｙしたところ、隣接壁

面との一眼が恥I以|･といり逞接状況ﾛ撮影しなけ

ればならないことが判明した。聊注３台丿植んでカ

メラが少しでも師けば、壁画にぶつか。でしまっ印

離ﾛある。
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　軸麗麗麗1こ嘉饗応一轍ｇレーjlli匈－●興●●ｉｌ

嘉一il畠１．一麗麗1･・レーj1●麗●tlこli.・IZ

畝a-r1･1白・ｌ●一jいｉｊ９４恂・1こ麗11こぬ

亀を1･憧●ｉ瑞詞iZ軸ｌｔｌ●．瑞白1こj。-rli一

一分詞Ｌ酒甕ｇ外izliS-ltklliaを1･.麗1･石

２ラfy分を敵影すゐ。その筏、カメラ！裏返し、床

ｊらレｙズまCの印眼を回し《5ylじしこ、床も回し

緊卯で１仰の２ライｙ分を振影jゐ。こっすゐことじ

より、一度レー･ﾚを軟いた状態ご、ｉ壁の大部分と瓦

片･床の１詞の範周丿囁影ご呑ゐ。

　このよ引-、危険をともなり慨付や人の勣呑必最

小圖4-なゐより、壁面を敵影すゐ●|りｰはこだわら

ず、撮影のfSを考えた。

　ただレこの敵影f厭きは一連の壁面必達暁作事

では姐いために、敵り忠れや撮影した禰所丿分から

なくなりこしまり可-包が高い。前回のキトラ占項

畑影の経験から、各壁面全怖気簡易に撮影したり鳶

4一幅尺上1吻I間隔のメ７ｚｇ！入れ、以恥I間隔ｒ§

地を割り・ごた５兵を用意した。それと同しｌ地を

ふりた俗了の図と、敵影箇所を１字Ｃも書き込む表

を用意し、撮影毎に書呑込み、チ４７タすゐ方法ｅ

再撮影などの作事を輛力回還すゐ事気･Cjけた。
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蝸lf屠の一例を挙げ心。まず1・を戴恥すゐため

に１・からSCIのところに剛化が向にレー･ﾚを吸き、

1・i－－こ盈恥すゐ。－'そのレー･しのまま、台車

上のポー･ﾚの支柱!ｓ度回転させ、ポー･しの恥をｌｌ

ぎりぎりまき伸ばす。次にカメラ啄上向さに付け替え

ご瓦片からレｙてまきの印眼を･･14'しこ天1ﾄの１仰
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でのシミュレーション最残4-、京都府加J

1解体作昼のｚミ．レーｚｌｙをおこなっ

I:lされた｢高松塚Ｓ項石室解体第二鳶靫場

／

　　　　　　　　日呼コタツｙユｉλれた与

　　　　　　　　　　　　宣馳

－－心四－･－.-･
町､’

刺

寅９場でのシミュレーション最残4-、京都府加茂

町､'石室解体作昼のｚミ。レーｚｌｙをおこなった

めに建I:lされた｢高松塚Ｓ項石室解体第二実靫場｣

を佃眉しこ、植み立ごられた石室に実際に機材を持

ち込み、このf厭方法の検・･検討をより実際の空

同に近い状況きおこなりた。

　実靫場でのｚミＪレーｚｌｙにより、機材の構造

から毫ゐトラブ･ﾚなどを範験した。これらを事前に

ｆ直しをすゐことｊきさ、ぶ喬きの予閤せぬトラブ

･ﾚを輛j;避けゐことjeさた。

国家きある 国難
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陶一差●Ｚ者IU・･la●・一回者淵●jlり|･

されたデーヤはカメラから匯EEケーブル4便りご、

バソコ／に転退学ゐ。

　これらの遠隔振恥をおこなりためll家の外きは、

フアｆｙダー画像のモａヤlj yグ眉と、畑恥された

画像のチ４７タ及びデータ保存眉の２台のバソコ／

を;l置学ゐことにした。

　畑恥したデータはその場でパソコｙからポータプ

･レハードデイス少にコビー啄し、研究所に戻りた時

点で改めご保存眉ハードデイス少と作屎周ハードデ

イス少の二箇所4'コピーし保管した。

　このより4-デンタ1レデータはもしものことを考

え、バ７クア７ブをとゐ玖賢があゐ。

撮影チームフ４トマ７プ振恥をおこ４･)入貝は、

古墳内５名とした。これは・ｌ度のｔ化を輛力迦け

ゐため最小限の入具に軟ゐためであゐ。

　まず石家内4こは、レー･ﾚの敷設を仙め、測印駐置

４取り付けたデンリレスチ･レカメラをI:l晨しなけれ

ばならない。撲い石ｉ内に持ち込む慨付は多《、そ

の改nは複雑ごあり、大ｔな労j;と神経を便り。そ

のため、 ｉ名Ａ４こａ

じし、佩M受け減しの際4'は互い4'2､ず声をかけ合

い、落|･することの姐いより禰･Cの注意を払りた。

　ｌ室内ごの昂影作・は１名ごあゐ必、非常4こ神経

幻肘｢すゐためこの２名必交代しな｣らカメラ豚作

をおこなりことにした。これとは別に、石ｉ入り□

から内醇の作・を監視する監視仙１名、モぶタに５

ゐファイｙダーの画吸気一思いｚャ７ターを切ゐ

燥影進行仙１名、転退された画ｌデーャをチ４７ク

すゐデータ処理仙１名、以上５名き敵影気進めゐ。

また持ち帰りたデーャ気研究所にご栢登すゐデーャ

捕登仙１名、合計６名のチームで燥影にのぞんだ。
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今回狸周したカメラｚステムは命外棒を回射し＆

いため、あゐ

考えられた。
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れ敵影筏、化壁面吃蝸影。
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とんと姐《、連続しご

作－をミめゐことｊｅさた。

　こりしこ籤恥したデータは、筏述するデータ解

析・マ７ビｙグ作蔡を経ご高柿度フォトマ７ブ画像

が作製されゐ。このデータは石ｉ解体の基陛資料と

しごの役割ｔはしめ、裸々な場面ﾛ活用されること

になる。今回作・されたフォトマ７ブ画像は、１化

財万病のデンタ･ﾚ記採の方策気考えゐことにっなｊ

り、今乖の活用まできめた試１石となゐﾛあろっ。

　デジタ･ﾚ画像デーヤの民間保管に関しご過泄間的

な現在の状況は、あらゆる方向からの同笥丿既笥的

に遭められごいゐが、デジタ･ﾚ情報を民間に安宅し

ご保存し、それを符息にわたりご再生できるフォー

マ７トやワー少フローに関しごは置きλりにされた

ままCある。今残は１化財デジタ･ﾚ画像の作成・保

存方法に関して、裸々なことを早急4こ畢り決めごい

《2､賢がある。

　　　　　（中村一昨岡日11井上li夫）



データ解析及び写真・図面の作製

１はじめに

　今回の作・ごは、正一且つ高梢細心画像とトレー

高い画像を作・した。

・ＩＩＳ笥1・・.1JJタｊ･ｇ．ｉを翁ａｌＬｉｊ ｌ．‐●ｊ・Ｉ桐

ｌｉ旧闇薦ｇｌｌａ．ｇ・１７．ヅ薦ｇＩＩ●･他薦

Ｌ・．

　ｆ－●●禰こり11-rli.●1爽ｉ･ａ●ｌｌ・・Ｉ

●●僣11.禰闇�●●憧・４ＪＭＺＳ●ｈｔｔｐ：／／w

ｗｗ．Ｘいｇ�個●亀ｌｉ・淵椚Ｓ迦こぬ1･jli

喘闇f'－●1･恂ｉＬ・．１ｋ－・屋Ｉにa1･'rli.

!llil闇ｆ－９ｊｌそ11ぞｈｇ闇闇ｆ－●●飴屋

Ｌｉｌ優一闇1

･:●婁薇．恂闇●・こ喩ｇ・．

　７●１７．ヅ恂闇IZ・1･-rli薦●1着IZl11闇闇

●１レー・II4

･:僥・４耀仮植・１迦こぬ111･lg

のが計測濃のｌ択ご

ある。遠雷、正一な町鳶it測をおこなり場合は対象

物に直接マーカー吃;l置し計測濃とすゐｊ、今回は

対戮に一切舶れゐことがきさないため、壁面の特徴

的な所を計測Ｑとしご眉択すゐことにした。

　この裸nは３次元町鳶測量ソフトE櫛Sysrems.

lncのP肺tφ1一ぞJerPraを便眉し、画像全同じ正峰

なｉ憚包を憚ゐため、隣接すゐ複数画像上に、ロさ

ゐだけ多《の共通する神降濃を見つけ昂じ計測Ｑ

としごー択した。
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きよいj、 フそトマタカ

４３次元解析

　Phgt酔知d一e｢によゐ３次元解析をおこない各計

測濃のxyzi憚包を憚た。

　この解析行構き、それぞれの計測濃の３次元ｉ憚

包と計算上の栢度か数値としで憚られゐ。この時處

見直し再度
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忠一では各々凋枚、λ哨９ＭＢと、でさ上が。たデー

タサイズの大よそ６情にもなゐデータ量の同原を佃

眉し合成処理をおこなりた。その方法は、２次元

□間尺こ座標変換した計測�と同化したデータをト

絵にし、正敏県影画像に幾何補正をおこなりた。ま

た、鳶学系によゐ収差の影●と、遠近差による紹像

誤差も抑える レ座

池

標変換した計測處と同じ｢2厦座標を持りた一枚の画

14-合成処理をおこなりた。色一についごは、同時

に５しこんでありたマクベスカラーチ４７カーをタ

ーゲ7トにしご、カラーマ・－ジメｙトソフト｢プ

ロファイ･レメーカりり脚Ma幼り｣によりICCカラー

プロファイルを作成した。このプロファイ?ﾚを適用

し最終フォトマ７プ画像データを完成させた。

　　　　　(FIliｌ箪奥村泰之島ｉ聡)
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プ1匹レイハイビジョン動画の制作

　今回｀71トマッブのデーグを劃'、ハイしンｇ／

ｒよる陶画のllJnもおこ４ｇた。

　写４計測じよｇこ憚られた3次元座標デーグを元

､'、３次旧Fg吹デーケ！nhRL、そ哨'７４トマ７

ブを適応さ吐心こと､'よｇこ石室内部吃コｙビ。－

ダJnlF現した。この3次元デーヤを狸周しご、

日呼51この皇憬rは･SliSゼlために更I･゛゛両I,゛j･･心にしている

日呼２・刄ﾛi･ら･已ほalいたｨ，－y。恥･のi－1',り侈周芦れた

必
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函

　　519ｶﾗｰﾁｬｰﾄをλれての隣影

見はるもの必あゐ。完成したフォトマ７プと31珊l

量によゐ石室の実測図との誤差は、節分的には異４

ゐものの、フォトマ７プきの柿度は計測ポイｙト同

1双X知ｍきt2･mといっ高柿度なものﾛある。

　ｌｉの石ｉ内きの実質的な敵影時間は、７日同、

延ぺ19時間ﾛ、敵影枚数は計測眉万病もきめゐと、

1双脚枚！超えゐ。これらの万病資料は、愚息上j、

たフォトマ７プとともに、解恪陪の石ｉの姿吃脈世

に師えゐ貫重な資料となろっ。フォトマ７プの完成

脈4-、各壁面、天肌席画の実物大フォトマ７プバ

・ルを作製しごおり、分脈、晨吊などへのli広い活

周丿望まれる。

２フｔトマジブと略画

　フォトマ７プの作・に付随しで、壁画の全容を陶

画としご編集することがきさた。石ilila恥cmと

いり挾い空間では、引さがないために、ビデオやテ

レビカメラき壁画全恪を正面から県恥すゐことはロ

さない。このためこれまきの壁画の映像は、壁画の

個別万病ｔつなざ合わせたアａメーｚｌｙがあゐに

すざず、石室内における壁画の正峰なほ置や、石ｉ

の禰部に間ずる價諏ｶﾂ;蒔せざゐを憚なか。た。

　今回は、石室のΞ次元ｉ憚デーヤ曳もとに、Ξ次

元形状データを作成し、そこにフォトマ７プを合成

しで、石室内部ｔコ／ビ。－タ上で再現した。前回

のl｣作は、カメラを陶かしご県恥すゐ通常の陶画と
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ｔｌ●葛ぬ儒甕li.甕－＆圃宝甕樫儒－場甕ｌｇ醤

�glfllz甕･jjs●帽ｔｌｉｓａｌ陥ａ・１．

・個Ｉ・一個llla●寞Ｉ●

　７●１７．ヅ●●●lL-r働り1･・ことli.�11

●卵こｌ唇ｉ－・・●|●仙仙・i趨Ｓ●９●銅壷●

11柵●i噛●●Jlall.｢l●|●lJill・11al●d'.

・l.・J19Zijl拍に塵{．儡１●●４運ij

－ｓ條g作ｓ・にｌびasれた4a

っ4-見える濃であゐ。９念なjら今となりごは印刷

写鳶と実物の差異ｔ鴎認すゐ術はな《、発見ｉ初の

色を再現すゐことはＣさないが、グレースケー･レや

カラーチャートなどが写し込まれたｉ時の写鳶丿存

在すれば、画像処理によ。ご、あゐ祝度は発見ｉ時

の色彩ｔ再現することｊ可能となゐ。

　今回畑恥した画ｌｔ既聊すると、大さ《ｔ化しご

しまりた白虎をのぞさ、一回自体の各駅こは大さな

変化jないよっに感じられゐ。むしろ壁画問囲の「1

喰表面が馬ずんだために、壁画のコ／トラストがほ

トし、見えに《《なりごいゐといりのが実情ではな

いだろりか。それを鴎認すゐためにも、発見ｉ時の

グレースケー?レやカラーチャート入りの写鳶が求め

られゐところﾛあゐ。

　現在、壁画は、ｉ度淘℃・ｌ度恥バー七ｙト陪現

に環境l」陶された叙;l仰一泡I､l内､こ収納されごい

１．怖理施設内の壁画は、フォトマ７ブ燥恥時の択

響に比ぺゐと、全怖が白りぽくなりたよっに見えゐ

乱これは乾帰4-よりご両れき･が哭われたためき、

決しご壁画自体必渾れたわけﾛはない。乾傷4こよゐ

壁画の択一ｔ化を記μすゐためにも、今後、壁画の

定同的な写鳶燥恥ｔ実施する予定きある。

４おわりに

　以上のよりに、石室解休航に実施した石室の3D

測量とフォトマ７ブ畑恥は、現在侭り１ゐ最善の記

採方法であり 保存対怯

を進める上で、貫重な基随データを堅笥才ゐことｊ

ｅきた。中でも、價諏量溢れゐハイビジ１／一画の

l｣作は、古墳捷画の記採と公開、活眉をめぐゐ新た

な試みでもあふ。

3D測量と｀7ォトマ７プフ鳶の悸眉は、１化財の

計測、記諏方法としで今後益々誓賢が増大才ゐもの

と予想されるが、本書にまとめた作零記採が参考に

なれば辛いである。

　　　　　　　(坪上座夫・松村～司)
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